
消防団

消防団員には、第三級陸上特殊無線技士や二級小型
船舶操縦士、可搬消防ポンプ等整備資格者、応急手当
指導員、応急手当普及員などさまざまな資格が取得
できる機会があります。また、手話や英会話など、
スキルアップに役立つ講習を受講することもできます。

【報酬】
年額報酬や出場手当の支給があります。
【公務災害補償】
活動中に負傷した場合の様々な補償があります。
【被服等の給貸与】
活動時に必要な活動服や制服等が支給されます。
【退職報償金】
５年以上の消防団活動を行った方が退団した時に
支給されます。
【表彰】
活動にあたって功労、功績があった場合に表彰されます。

東京の消防団は都知事が管理する特別区と各市町村長が管理する多摩・島しょ地区にそれぞれ設置されて
います。装備や制服・処遇など各市町村で異なるものもありますが、災害活動や防火指導など基本的な活動は
変わりません。各消防団の現況については下表のとおりです。

消防団員の処遇

消防団の組織

消防団員の入団条件

消防団の技能講習

◀手話の教養を受けている消防団員

※令和５年４月１日現在

▲大規模災害団員の活動の様子

● １８歳以上の健康な方

● 消防団の区域に居住、勤務又は通学している方

特別区（向島消防団） 多摩地域（立川市消防団）

２３区

各消防署
１６,０００人

９,０５０人

１,５８７人

団員定数

５８団

３０団

１０団

団数 事務担当

特別区

（２３区）

多摩地域

島しょ地域

各市町村

分団本部施設の規模・構造等

規模
延べ面積：約８０㎡　
平屋または２階建
(１階格納庫、２階会議室等スペース）

鉄骨造

電気・給排水設備

構造

設備

分団本部施設は、消防団員の活動拠点として活用しています。主に、火災や震災等の大規模災害時の参集
場所、教育訓練、資機材の点検、分団会議及び警戒の拠点として使用し、各種資機材等を収納できる格納庫及び
会議や訓練スペース等を併せ持った施設として整備しています。

消防団の施設

▲赤坂消防団第３分団本部（令和５年１月完成） ▲滝野川消防団第１分団本部（令和４年１２月完成）

【機能別団員制度】
広報や応急救護指導などの特定の任務に限定して活動する制度
です。
【大規模災害団員制度】
消防職員・消防団員経験者、医療・建築関係従事者などを対象とし、
大規模災害に限定して活動する制度です。

消防団の組織力を充実・強化するための制度

２３区内に

お住まいの方

午前９時から午後５時まで（土・日・祝日を除く）

市町村に

お住まいの方

特別区では、可搬ポンプ及び各種資機材を災害現場まで
搬送するため緊急走行可能な軽自動車を３２０台配置して
います。

可搬ポンプ積載車

（令和 5年 4月 1日現在）

※詳しくは最寄りの消防署へお問合せください。
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